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「№1778 長期継続大型地震推定前兆変動」
原稿校了後の前兆変動変化についての続報
八ヶ岳南麓天文台 電離層モニター観測所 代表：串田嘉男

Yatsugatake  South Base  Observatory  山梨県北杜市大泉町谷戸8697-1 研究室 FAX  0551-38-4254 jishin-yohou.com

続報№ ４７５
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※通常のプレート境界型地震は変動極大～発生迄は２日～５日です。当該№1778前兆変動は陸域地殻地震推定で、過去例の無い18年以上変動が継
続する初めて体験する極めて特殊な前兆変動です。18年以上の変動継続の中で38ものステージで変化して参りました。特に発生時期のみ苦慮して
おります。№1778以外の他の地震前兆につきましては本HPでは公開できません。E-mail またはFAXで配信している観測情報でのみ公開しています。
本観測研究をご支援下さる皆様に№1778以外の別の地震前兆変動の有無や発生推定内容等の観測情報を配信しています。観測情報配信の「公開実
験」に是非ご参加下さい。皆様の本観測研究に対するご支援（情報配信参加）を賜りたくお願い申し上げます。
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●推定領域：図３の点線領域内＝大枠推定領域（火山近傍領域の可能性高い）
斜線領域＝火山近傍で可能性が考えやすい推定領域
図４の斜線領域内の可能性有

●推定規模： PBF平均値使用＝ M7.8±0.3 （PBF最大値使用＝ M8.0±0.3）
主震＋余震型が考えやすい（2016年熊本地震の様な複合地震は考えにくい）
※地震発生に伴う震源近傍火山の噴火の可能性は現状では低い。今後の観測必要

●推定時期：10/26±3 の可能性有（未確定）CH26 変動終息確認観測必要

〇推定地震種：震源浅い日本列島陸域地殻地震

〇推定発生時刻：午前 9 時±2時間 or 午後 6時±3時間

※№1778前兆変動は2008年7/4から18年4ヶ月継続となる、31年間の観測歴上最長継続の初めて
体験する極めて難解な特殊変動です。経験則を使用して解析していますが、過去例がないため
「発生時期・規模・領域」のいずれも、現在の推定が正しいか否か不安な部分があることは否
めません。この点はどうかお許しください。例え推定内容に近い活動が生じた場合でも、被害
の少ないことを祈ります。念のため最大限の備えをお願いします。

№1778  Stage-38   9/25.3 極大認識観測 → 10/26±3 発生の可能性を示す

9/25  6h40m （9/25.3 ）出現
周期約12秒の顕著櫛歯変動
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周期約12秒の櫛歯変動のため、
時間軸を圧縮すると真っ黒。火山
近傍地殻地震を示す変動。
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♦前情報で Stage-37の初現と示す日に誤記がありました。お詫びして図１のとおり訂正させ
て頂きます。また Stage-38 の初現をCH26の基線電圧値が急上昇した 9/9.0 としましたが、
E-mail で配信の№3698観測情報に掲載したCH12のBF特異変動 9/8.6 （図１中の小矢印変動）
を初現と修正します（ホームページでは報告しておりません）。図１のとおり、Stage-37 が
示す日は 9/26±3 です。
♦9/22から高知観測点 K3,K5 に同期無振動基線特異変動が出現し出し、八ヶ岳南麓では複数
観測装置に同期する櫛歯変動が出現し出しました。そして 9/25 の午前06時40分頃を中心に図
２波形の様な周期約12秒の非常に変動値の大きな櫛歯変動が短時間出現しました。八ヶ岳、秋

田、高知の全観測点に出現しています。複数観測装置
に同期出現。変動は秋田と八ヶ岳が大きく、高知は小
さい。この顕著変動が stage-38の極大である可能性
が高いと認識されます。正しい場合は 10/26±3 発生
の可能性を示します。また、正しい場合は、10/18±3

に変動が終息する可能性有。確認観測が必要です。続
報します。

図１


